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液滴と Ni 粉末ベッド聞の接触面積によって強く影響されることを見出した。反応熱は、純アルミ液滴の代わりに Al
-Ni 合金液滴をニッケル粉末ベッド上に吐出することにより制御を行った。溶融ニッケルアルミナイドピードへの濡
れ性が悪い Ab03 微粒子の添加は反応領域のコントロールに非常に有効で、あることを明らかにした。吐出温度を





























径)の添加量を 0.7 wt%にした場合、アルミ液滴の径に対してピードの径を1.3 倍まで抑制している。
(3) ニッケルアルミナイドピード、の微細構造はアルミ液滴の温度と大きさによって大きく変化し、吐出温度が 8000C











る反応性ラピッドプロトタイピンク、、 (RRP) という新しいプロセスの開発を行い、 RRP プロセスの制御因子、合成
したニッケルアルミナイドピードの組成およ微細構造の制御等を明らかにしている。さらに溶融アルミニウム噴射ノ
ズルの開発および 3 次元造形物の試作に成功している。世界初の反応性ラピッドプロトタイピングという新しいプロ
セスの開発はニッケルアルミナイドの産業応用を広げることと、低コスト、低環境負荷、省エネルギープロセスの確
立に寄与し得るところ大である。よって本論文は博士論文として価値があるものと認める。
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